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文化講座「特殊研究講座」（平成23年度）
12月7日（水）「子どもたちに伝えたかったこと」
昭和女子大学図書館長総合教育センター教授附属昭和幼稚園長 江口 雄輔 氏
3歳から15歳の人間的基盤を形成する時期に必要なのは，落ち着いた精神を宿らせることのできる健やかな
体をつくることであり，一生を通じて揺るがない人としてのモラル，価値観を，心の中心に培うことである。こ
のことを子どもたちに伝え育んでいく教師に必要なのは，子どもに媚びず，見下ろさず，対峙せず，横に寄り添
うことのできる力量である。これには経験的なテクニックだけではなく，教育についての体系的理論の知識，さ
らに教師自身の心の柔らかさ，情感の豊かさを要する。
優れた文学作品は，豊かな情操を養う上で，子どもにも教師にも大変有効なものである。教師は一生をける
に値する仕事である。多くの作品に触れ，心を耕してほしい。
人間社会学部研究会（平成23年度）要旨（初等教育学科関連）
平成23年7月6日（水）
日本における人権教育の現状と課題 専任講師 爾 寛明
人権の大切さは，多くの日本人に理解され，さらに学校教育においても人権教育はなされている。しかしなが
ら，必ずしも日本での差別，いじめなど，人権とかかわる問題がないわけではない。このような矛盾が起こって
くる原因は，これまでの人権教育が，知識偏重であったからだと考える。
人権教育の本質は，知識でなく，生活実践にある。日常の生活において社会的なルールを守ったり，他の人に
迷惑をかけないといった思考や，行動を起こす際の判断基準となる，いわゆる人間生活の土台部分を育成するこ
とにある。これまでの人権教育の問題点は，この，土台部分の育成ではなくて，知識としての教育をなしてきた
結果を見れば明らかである。したがって，これからの人権教育は，これまでの問題点の検証と反省を経て，知識
だけではなく，実践的な体験を通じて学習させていくことが望まれる。
日本の人権教育が知識偏重になった理由は，差別という意識がありながら，差別を否定しているという矛盾に
ある。差別については，触れたがらないという「寝た子を起こすな」的な発想があるのだ。このため日本では，
差別という人権問題の本質に触れることができない。これは，外国の差別問題については取り上げるが，国内の
問題については，触れようとしないことからも理解できる。
人権教育の基本は，教員，保護者，そして，あらゆる大人が，子どもと接する際の態度や言動から，子どもた
ち自身が学んでいく必要がある。つまり我々大人が，人権尊重を態度によって示していかなければならない。ま
た，差別が存在するという現実を受け止め，隠すことなく，その事実を子どもたちに伝える必要もある。その上
で子どもたちが，差別を受けてきた人たちの立場に立って考えられるように教育していかなければならない。
平成23年度 大学院人間教育学専攻 修士論文題目一覧
〇楽器演奏において子どもの「成長と変容」を支えるもの
指導者の役割を子どもとの関わりから探る 鎌 仲 陽 子
〇低学年の子どもの自然認識の基礎を育てる指導内容方法の研究
私立清明学園初等学校を事例として 酒 井 隆 光
〇客家人の教育根源 客家教育思想の研究 蘆 繁 華
〇幼稚園における子ども同士の関係性の構築 自発的活動場面を中心として 夏 南
〇「美術科による人間教育」の研究 心の教育の基礎として 前 川 ゆみ子
平成23年度 初等教育学科 卒業論文題目一覧
〇子ども向けテレビ番組における「子どもの歌」 クインテットを中心に考える 安 倍 楓
〇通常学級における支援を要する児童の体育授業の在り方についての研究 石 川 真理奈
〇少年少女雑誌における児童文学の研究 菊池寛作品の場合 伊 藤 理 絵
〇楽しいと感じる音楽活動と保育者の援助 岩 澤 安希子
〇体育実技における苦手意識を克服する指導についての研究 跳び箱を中心に 遠 藤 都 子
〇「雪女」 子どもに伝えるべき本当の意義 太 田 美 貴
〇子どもの創造的音楽表現と保育者の取り組みについて 岡 嶋 秀 実
〇保育者の援助の目的方法に関する考察 「気になる子」と保育者のかかわりを中心に 小 澤 奈 緒
〇日本の現代における乳児の離乳食に関する考察
手作り離乳食と市販ベビーフードの比較考察を中心に 金 谷 渚
〇人間の生活のなかに生きる文化の研究 木 村 秋 奈
〇現代社会における小学校教師の資質能力に関する一考察 久 保 桃 子
〇小学校教育における強化子の有効性 久保井 綾 菜
〇統合保育における二次的障害を軽減させるための保育者の子ども集団へのかかわり方について 黒 田 愛 実
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〇育児ストレスを軽減するための子育てセンターでの育児サークルづくりの取り組みの
配慮のポイントについて 小 村 紗 世
〇通常学級における特別な支援を必要とする児童の適応について
学級の仲間たちの意識調査から 小 山 佳 乃
〇子どもの体力低下の現状と問題点の研究 遊びを中心に 譽 田 友 貴
〇乳幼児における音楽がもたらす作用 認知発達の過程から 齋 藤 麻 莉
〇日本の現代における子どもの食生活に関する考察
母子生活支援施設と公立保育所の聞き取り調査を中心に 佐久間 萌
○幼児期における音環境に関する一考察 清 水 亜衣子
〇日本における産育儀礼の研究 新 村 慧 子
〇乳幼児期のいざこざトラブルに関するかかわりと考察 菅 智奈美
〇幼児期のいざこざと発達との関係 勝 呂 沙 紀
〇小学校体育水泳指導についての研究 鈴 木 香 絵
〇育児における「親の発達」を促す要因についての一考察 鈴 木 千 夏
〇通常学級における発達障害のある子どもへの支援 須 永 彩恵子
〇の発達による年齢と性差が与える影響についての研究 諏訪部 沙 紀
〇幼児期の自閉症児への支援 ABAを取り入れた早期療育について 高 井 萌
〇父子関係 娘の幼少期の父親との関わりの記憶が成人後の父子関係に
どのような影響を及ぼすか 高 橋 華 代
〇夫の育児サポートと夫婦関係の良好さが母親の潜在的虐待リスクに与える影響に
ついての一考察 高 橋 由 佳
〇育児に関する情報の質及び量が母親の育児不安の解消におよぼす影響について 高 村 和
〇悲しい童話『人魚姫』の魅力について 田 澤 真理子
〇学級の雰囲気づくりに影響を及ぼすグループ体験のあり方 築 地 咲
〇向社会性の発達に親子関係きょうだい関係の及ぼす影響に関する一考察 中 嶋 かおり
〇低出生体重児のためのグループ活動を通した支援 中 野 和 子
〇戦争と絵本 幼児期における平和教育 中 村 祐 美
〇エネルギー概念を育てる小学校理科の指導内容方法の研究 第5学年「電磁石」を事例に 野 﨑 日向子
〇子どもにとって・良い・絵本とは？ Bookstart選定絵本の読み聞かせ場面における日英比較 長谷川 育 美
〇絵本「アンパンマン」における子どもへの心理的影響 羽 鳥 有紀子
〇幼稚園における自閉症児への支援
武蔵野東幼稚園における自閉症児保育への参加を通して 原 ゆかり
〇保育においてテレビと絵本をどのように活用するか 平 原 雪 乃
〇幼児の生活に対する保育者のかかわりと課題 保育者，子ども同士のかかわりを中心に 福 田 美 幸
〇対人藤場面に対する幼児の反応及び対処方法 藤 井 真理恵
〇幼児の保存概念の獲得について 課題提示方法の工夫による正答率の変化 前 野 彩 香
〇自主性を育むプログラムについて ガールスカウト活動を中心として 松 島 緋香里
〇音楽における早期教育について 真 野 早 織
〇ブリーフセラピーの視点から見た教師の不登校支援について
ソリューションフォーカストアプローチに焦点を当てて 宮 島 沙 織
〇発達障害とその傾向のある児童に対する算数指導の工夫についての研究 宮 平 悠 加
〇現代日本における乳幼児の食生活に関する考察 乳幼児の間食摂取のあり方を中心に 森 成 美
〇「生きる力」の基盤となる道徳教育と学級経営 矢 後 文 音
〇席替えが子どもの人間関係に及ぼす影響 山 口 瑠 希
〇子供たちの学習意欲を高める算数指導のあり方についての研究 山 下 希
〇「学び合い」について 吉 原 美 帆
〇「子育て支援」の本質的な意義について 施設の利用状況からの考察 和 田 沙 紀
〇小学校外国語活動の現状と課題 より良い指導法を模索して 赤 穂 理 恵
〇小学校外国語活動を行うために学級担任に必要な英語力についての一考察 浅 川 南
〇幼児期後半における歌う力とイメージの相関 浅 見 優 佳
〇小学校社会科の地域学習について 栃木県那須北部の地域教材開発を中心に 荒 井 貴 子
〇読書教育が子どもたちに与える影響について
「読書へのアニマシオン」と「読み聞かせ」において 新 井 美希子
〇3歳児の行動の意味と背景に関する考察 遊びの中の「」にせまる 伊 藤 綾 乃
〇音感の育成について 絶対音感と相対音感を考える 伊 藤 沙由美
〇ダルクローズリトミックと現代のリトミックの比較研究 リトミックの目的と方法の変遷 岩 水 咲 紀
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〇幼児期の絵画活動における豊かな表現力を育む保育環境のあり方の研究 衣 斐 奈津子
〇学童期におけるコンピテンスの発達的傾向について 大 谷 恵 里
〇読みを深める読解力 国語教育が目指すべきもの 大 塚 史 織
〇小学校における読書意欲を高める読書指導の在り方
「読書へのアニマシオン」を手がかりとして 角 地 奈 々
〇よりよいクラスづくりの方法 対人関係ゲームを活用して 河 西 恵 子
〇読解力向上のための指導案の提唱 読書活動（朝読書）を用いた指導 倉 澤 歩
〇広汎性発達障害児の対人関係の発達と保育者のかかわり 小 池 希 美
〇算数を好きにさせる授業 小 島 優 乃
〇学校掃除の教育的効果に関する研究 学校掃除指導プログラムの開発を中心に 近 藤 未 来
〇保育における音環境と子ども達の活動への影響 紺 野 成 美
〇「社会性」を育む学校給食 後 藤 麻 衣
〇豊かな心を育み，伝統と文化を尊重する小学校教育の展開 和太鼓活動を中心として 佐 藤 好 恵
〇幼児期の夢の実現性における一考察 大学生の進路選択は，子どもの頃の夢と関連はあるか 佐 野 史 奈
〇豊かな人間性を育む道徳の副読本の在り方 副読本を有効活用した道徳教育への提案 島 田 恵里子
〇声を合わせて歌う活動による共鳴し合う子どもの育成 鈴 木 みその
〇しつけの仕方で悩んでいる親の力になるために ほめ方叱り方を中心として 鈴 木 里 寿
〇子どもの自己表現と愛着について 薗 部 絵 美
〇幼児教育における「感性」の重要性について 高 梨 真 帆
〇出生順位が性格形成と対人関係に及ぼす影響 田 中 夏 来
〇絵本を媒体とした現代における食育の考察 乳幼児対象の「食育絵本」を中心に 玉 井 杏 奈
〇幼児の「人とのかかわり」のプロセスと発展 「思いやり」はどのように育つか 堤 彩 奈
〇幼保一元化施設における特別支援教育 飛 田 舞 美
〇エネルギー概念を育てる小学校理科の指導内容方法の研究
第5学年「電磁石」を事例に 内 藤 智 子
〇パートナーの性別が幼児の共同作業に及ぼす影響 中 原 舞
〇算数科における思考力表現力を育む指導に関する研究 長 橋 直 子
〇幼児教育における音楽劇の意義と方法 長 峯 彩
〇日本における児童虐待の現状と防止のための取り組み 新聞記事の分析による研究 野 田 みなみ
〇遊びのプロセスと物とのかかわりについて 3歳児の自発活動を中心として 芳 賀 静 香
〇いじめのない学級づくり 道徳教育の充実を通して 平 野 絢 子
〇母子通園施設における早期療育と母子支援 藤 巻 春 香
〇保育者は子どもの遊びにどう関るか 保育者の「言葉」が子どもの遊びに与える影響 星 亜 美
〇児童とマンガの関わりについての一考察
『ONE PIECE』を中心に小学生保護者大学生の比較 細 川 麻友奈
〇「小学生の中から志を引き出すこと」へのアプローチ 小学校56年生を中心として 松 尾 美 希
〇コミュニケーションスキルを育てる小学校体育科の授業 体ほぐしの運動で楽しい体育 三 浦 貴 恵
〇通常学級に在籍する特別な支援を必要とする児童への支援
学級担任への支援の在り方に焦点をあてて 水 澤 英 子
〇人間関係を豊かにする道徳教育の在り方 発達段階に応じた指導法 水 野 佑 美
〇小学校社会科における博学連携の可能性について 満 永 しおり
〇少人数指導における効果的な算数科授業の在り方に関する研究 安 井 菜 摘
〇計算指導に関する研究 真の計算力とは 安 富 ゆり奈
〇縦割り保育の自由遊びにおいて子どもたちが造形活動に打ち込むことのできる
環境づくりについて 山 中 理 恵
〇知的な遅れのある児童に対する数の指導に関する研究 横 溝 恵
〇小学校における地震防災対策について その現状と対策 米 田 祥 子
〇安野光雅の研究 3冊の絵本を通して伝えたかったこと 渡  さおり
〇絵本の内容における残酷性について
大人が戸惑う絵本は，子どもにとって本当に良くない絵本であるのか 千 田 美 和
〇『くまのパディントン』の研究 池 田 瞳 美
〇特別活動における生きる力を養う学校教育について考える 石 井 英 恵
〇創造性を育むおもちゃ 有効利用と遊び方の工夫 小 暮 麻 姫
〇グリム童話研究
「カエルの王様または鉄のハインリヒ」「忠義なヨハネス」における友情と忠節 真 瀬 琴 美
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